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役場庁舎内喫煙室増築工事

役場庁舎と高森総合センターの渡り廊下の外側に喫煙室を設置

一般会計補正予算

補正予算の主なもの

予算総額　49億7,006万円

1億6,816万8千円を追加

【事業費】

◦140万円（2.5m×2.7m）

９月･定例会

▲ 開会された９月定例会(初日)

　

第
３
回
定
例
会
は
、
９
月

21
日
か
ら
28
日
ま
で
の
８
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
同
意

１
件
、
認
定
１
件
、
報
告
１
件
、

予
算
７
件
、
決
議
２
件
を
審

議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

事業費 補助額 町負担分

1,400千円 0円 1,400千円

人事案件

　教育委員の平田ルリ子氏が平成30年９月30日をもって任期が満了するため、その後任として廣木亮子氏

を選任。　任期は平成30年10月１日から４年間

高森町教育委員を選任

※設置は年内に完了予定
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地方税共通納税制度対応に係るシステム改修

平成31年10月から運用が開始される地方税共通納税制度に対応するため、システムを

改修

【概要】

◦納税者が電子納税した場合、「一つの操作で複数の団体への
納税が可能となる」システム。

【事業費】

◦54万円【補助事業なし】

⇒普通交付税の算定根拠となる「基準財政需要額」に  
算入される。

事業費 補助額 町負担分

540千円 0円 540千円
A市

B町

C村

起業体験推進事業補助金

西原・前原線防災道路整備事業

高森東学園義務教育学校において、起業体験、学習会等の事業を実施

補助金交付決定により、大幅な増額採択となったため、事業費を増額し、事業の前倒

し及び早期完了を目指す

【目的】

◦児童生徒が主体的に判断できる能力や社会的・職業的自立を促すキャリ
ア教育の重要性が増しており、起業家精神（チャレンジ精神・情報収集
など）を有する人物の育成を目的として事業を実施する。

【事業費】

◦28万円【全額：県補助】

事業費 補助額 町負担分

280千円 280千円 0円

工事名称 事業費
事業費の内訳 事業費の財源内訳

工事費 委託料 登記 用地費 補償費 補助金 地方債 一般財源

西原・前原線防災道路整備事業
200,200
325,200

200,000
325,000

100 100
115,000
172,040

85,000
127,000

200
26,160

新設改良工事（補助）事業計画（赤字部分が今回、変更を行ったもの。）

上記の他、補助金交付決定により道路維持費（４件）、道路新設改良費（６件）の財源を調整

【単位：千円】

※今後は、町が負担してでも事業を継続していく予定。

※システム改修は年度内に完了予定
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質
［
森
田
勝
議
員
］

本
件
つ
い
て
、
事
前
に
議
会
へ
の

説
明
が
な
か
っ
た
。
選
考
の
経
緯
や
兼
務

の
是
非
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
［
町
長
］

委
員
任
命
に
関
し
、
事
前
に
議
会

へ
の
報
告
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
引
継
等

で
も
聞
い
て
い
な
い
し
、
そ
の
必
要
性
も

感
じ
な
い
。
法
律
上
、
町
長
が
議
会
の
同

意
を
得
て
任
命
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
廣
木
氏
は
、
学
校
現
場
で
長
年
勤

務
さ
れ
後
任
と
し
て
適
し
て
い
る
。

答
［
教
育
委
員
会
事
務
局
長
］

法
第
６
条
及
び
同
第
28

条
の
５
の

兼
職
禁
止
規
定
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の

常
勤
一
般
職
及
び
任
期
付
職
員
、
再
任
用

と
の
兼
務
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の

任
命
に
つ
い
て
本
規
定
に
当
て
は
ま
ら
な

い
事
を
文
科
省
に
確
認
し
て
い
る
。

質
［
森
田
勝
議
員
］

こ
れ
ま
で
は
、
こ
の
よ
う
な
委
員

等
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
議
会
へ

の
相
談
や
伺
い
が
あ
っ
た
。
議
員
は
各
地

域
か
ら
の
選
出
な
の
で
、
事
前
の
伺
い
が

あ
っ
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
。

答
［
町
長
］

昨
今
の
議
会
改
革
の
流
れ
に
逆
行

し
て
い
る
の
で
は
。
人
事
案
件
に
関
し
、

事
前
に
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ

う
な
事
が
必
要
だ
と
さ
れ
る
ス
キ
ー
ム
を

作
る
べ
き
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
こ
れ

ま
で
に
そ
の
よ
う
な
事
は
無
か
っ
た
。

質
［
佐
伯
金
也
議
員
］

人
事
は
町
長
の
専
権
事
項
で
あ
り
、

個
人
情
報
で
あ
る
こ
と
は
十
分
理
解
し
て

い
る
が
、
そ
も
そ
も
セ
ン
タ
ー
長
は
役
場

の
下
部
組
織
に
属
し
て
い
る
職
員
で
あ
り
、

期
限
付
き
の
任
期
付
職
員
で
は
。
地
域
住

民
か
ら
は
役
場
職
員
と
同
等
と
見
ら
れ
る
。

兼
職
に
関
す
る
規
約
に
背
い
て
は
い
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
慎
重
に
対
応
し
て
お

く
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。
高
森
以
外
の
地

区
で
は
１
名
の
委
員
が
１
〜
２
期
の
就
任

が
多
か
っ
た
が
、
高
森
か
ら
は
２
名
任
命

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
人
選
に
は
加
わ
ら
な

い
も
の
の
、
選
出
の
際
に
は
地
区
担
当
議

員
に
相
談
が
あ
っ
て
い
た
。
今
回
も
賛
成
・

討
論
が
あ
る
べ
き
だ
っ
た
が
、
突
然
の
こ

と
で
驚
い
た
。
町
長
案
件
に
踏
み
込
む
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
高
森
地
区
の
議
員
に

は
報
告
が
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
。

前
任
者
か
ら
の
退
任
は
報
告
す
べ
き
で
あ
り
、

人
事
案
件
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
っ
た
。

答
［
教
育
長
］

平
田
委
員
の
進
退
の
件
は
、
本
人

の
意
志
表
明
が
直
前
ま
で
不
明
だ
っ
た
。

５
〜
６
月
頃
に
決
ま
っ
て
い
れ
ば
対
応
が

可
能
だ
っ
た
。

質
［
佐
伯
金
也
議
員
］

セ
ン
タ
ー
長
が
任
期
付
き
で
あ
れ
ば
、

町
の
関
連
施
設
で
も
あ
る
た
め
、
雇
用
に

関
す
る
規
定
を
再
確
認
し
た
い
。

答
［
教
育
委
員
会
事
務
局
長
］

町
長
部
局
か
ら
任
命
で
あ
り
、
こ

れ
が
教
育
部
局
か
ら
の
任
命
で
あ
れ
ば
抵

触
す
る
と
判
断
し
て
い
る
。

質
［
佐
伯
金
也
議
員
］

兼
職
禁
止
だ
が
、
教
育
委
員
が
セ

ン
タ
ー
長
を
兼
務
す
る
。
セ
ン
タ
ー
長
の

給
料
も
一
般
会
計
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る
。

住
民
の
方
々
は
納
得
し
づ
ら
い
の
で
は
。

答
［
教
育
長
］

事
務
局
長
答
弁
に
補
足
、
平
成
27

年
の
改
正
教
育
委
員
会
法
に
よ
り
、
教
育

長
は
町
長
か
ら
任
命
さ
れ
、
教
育
委
員
は

そ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
有
す
る
。
教
育
委

員
が
教
育
部
局
管
轄
で
あ
れ
ば
問
題
な
い

と
考
え
る
。

議
長

［
田
上
更
生
議
長
］

他
の
議
員
の
意
見
を
表
す

る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
多
い
に
議
論
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

質
［
後
藤
三
治
議
員
］

職
員
時
の
教
育
委
員
会
配
属
時
の

経
験
で
は
、
議
会
の
同
意
を
得
る
以
上
、

引
退
時
に
は
議
会
に
報
告
し
て
い
た
。
引

退
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
約
は
な

い
が
、
毎
年
必
ず
１
名
改
選
と
な
る
た
め
、

引
退
の
意
思
を
早
め
に
確
認
し
人
選
し
て

い
た
。

平
成
30
年
９
月
定
例
会　

主
な
質
疑
応
答

高
森
町
教
育
委
員
会
委
員

に
つ
い
て

同
意
第
7
号



5 2018.11高森町議会だより

質
［
佐
伯
金
也
議
員
］

予
算
の
流
用
に
つ
い
て
、
監
査
委

員
よ
り
多
々
見
受
け
ら
れ
る
と
報
告
を
頂

い
た
。
財
政
係
と
し
て
、
や
む
を
得
な
い

場
合
が
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
［
財
政
係
長
］

流
用
に
関
し
て
は
、
状
況
に
応
じ
て
、

各
課
局
か
ら
財
政
係
に 

相
談
を
受
け
て
対

応
し
、
緊
急
的
な
場
合
を
除
い
て
、
補
正

予
算
で
対
応
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

予
備
費
充
用
に
関
し
て
は
、
災
害
時
等
や

む
を
得
な
い
場
合
の
み
対
応
し
て
い
る
。

答
［
町
長
］

災
害
等
あ
っ
た
際
の
対
策
費
と
し
て
、

予
算
の
組
み
方
と
い
う
認
識
が
必
要
。
予

備
費
充
用
と
な
れ
ば
、
職
員
も
慎
重
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
災
害
時
の
早
急
な

対
応
と
し
て
や
む
を
得
な
い
場
合
も
あ
る

と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
た
い
。

質
［
佐
伯
金
也
議
員
］

税
の
収
納
率
向
上
対
策
と
し
て
コ

ン
ビ
ニ
収
納
の
導
入
が
挙
げ
ら
れ
る
。
実
際
、

熊
本
県
の
自
動
車
税
は
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を

導
入
し
、
収
納
率
が
上
が
っ
て
い
る
。
同

様
に
、
高
森
町
の
軽
自
動
車
税
も
コ
ン
ビ

ニ
収
納
を
導
入
す
れ
ば
収
納
率
が
さ
ら
に

向
上
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
税
務
課
長
の

見
解
を
伺
い
た
い
。

答
［
税
務
課
長
］

高
森
町
で
は
現
在
、
金
融
機
関
窓

口
納
付
と
口
座
引
落
で
対
応
し
て
い
る
が
、

コ
ン
ビ
ニ
収
納
は
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
夜

間
や
休
日
に
収
納
で
き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
と
収
納
率
向
上
対
策
の
有
効
な
手
段

と
考
え
る
。
一
方
、
シ
ス
テ
ム
改
修
や
納
付

書
の
変
更
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
や
、

対
象
コ
ン
ビ
ニ
が
役
場
周
辺
の
２
店
舗
に

限
ら
れ
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
利
点
と

課
題
の
両
方
を
考
え
、
周
辺
自
治
体
の
動

向
も
見
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
［
佐
伯
金
也
議
員
］

辺
地
計
画
に
あ
る
片
山
・
下
山
線

に
つ
い
て
、
施
設
年
次
計
画
で
は
６
年
で

進
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
６
年

で
終
わ
る
の
か
。

答
［
総
務
課
長
］

平
成
28
年
度
か
ら
本
工
事
に
着
手
し
、

施
行
延
長
が
平
成
28

年
度
で
Ｌ
＝
２
８
０
ｍ
、

平
成
29

年
度
が
Ｌ
＝
２
６
０
ｍ
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
費
は
平
成
28

年
度
が
約
４
２
，

７
９
０
千
円
、
平
成
29

年
度
が
約
４
６
，

５
６
１
千
円
で
あ
る
。
残
り
の
施
行
延
長

は
約
Ｌ
＝
１
，
４
１
０
ｍ
で
今
後
６
年
に
わ

た
っ
て
毎
年
２
４
０
ｍ
ず
つ
施
行
す
る
予

定
で
あ
る
。
財
政
計
画
は
尾
下
辺
地
に
お

け
る
総
合
整
備
計
画
の
と
お
り
で
あ
る
。

現
在
国
や
熊
本
・
大
分
両
県
に
お
い
て
中

九
州
横
断
道
路
の
実
現
が
加
速
化
し
て
お
り
、

着
工
し
て
い
る
滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル
か
ら
道

の
駅
波
野
付
近
ま
で
の
事
業
に
加
え
、
道

の
駅
波
野
か
ら
竹
田
市
役
所
ま
で
の
区
間

の
事
業
化
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
実
現
す

れ
ば
熊
本
か
ら
大
分
ま
で
の
重
要
な
交
通

ア
ク
セ
ス
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
片
山
・
下
山
線

と
大
分
県
竹
田
市
を
結
ぶ
道
路
が
実
現
で

き
れ
ば
、
県
道
１
３
５
号
や
国
道
57

号
線

の
代
替
道
路
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

質
［
佐
伯
金
也
議
員
］

阿
蘇
南
郷
檜
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協

議
会
が
活
動
さ
れ
て
い
る
中
で
、
ブ
ロ
ー

チ
や
オ
イ
ル
な
ど
は
副
産
物
で
あ
り
、
メ

イ
ン
は
住
宅
の
材
料
と
し
て
使
う
こ
と
が

望
ま
し
い
。
協
議
会
で
そ
の
よ
う
な
話
合

い
が
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
協
議
会
会

員
に
工
務
店
が
入
っ
て
な
い
よ
う
だ
が
、

今
後
、
新
た
な
会
員
の
募
集
を
行
っ
て
い

く
の
か
。

　

鳥
獣
対
策
駆
除
助
成
金
の
現
在
ま
で
の

実
績
は
。

答
［
農
林
政
策
課
長
］

工
務
店
を
会
員
に
入
れ
る
こ
と
を

一
つ
の
案
と
し
て
協
議
会
で
検
討
す
る
。

ま
た
、
県
建
築
業
組
合
等
に
も
南
郷
檜
の

良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
29

年
度
の
実
績
は
、
イ
ノ
シ
シ
の

成
獣
が
４
９
５
頭
、
幼
獣
が
10

頭
、
シ
カ

が
８
１
０
頭
、
サ
ル
が
５
頭
で
あ
っ
た
。

平
成
29

年
度
高
森
町
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

認
定
第
１
号

平
成
30

年
度
高
森
町
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
46
号

尾
下
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
44
号
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一般質問

質･問

議
会
広
報
特
別
委
員

会
で
は
、
昨
年
、
８

月
か
ら
議
会
広
報
紙
に
、「
町

民
の
声
」
を
開
設
し
、
毎
回

２
名
、
述
べ
10
名
の
方
か
ら
、

自
分
の
人
生
観
、
ま
た
、
自

分
の
視
点
に
立
っ
て
の
「
町

民
の
声
」
を
投
稿
頂
き
掲
載

し
て
き
た
。
町
長
は
、
以
前
、

図
書
館
に
つ
い
て
、
言
及
さ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
と
思

う
が
、
10
名
中
３
名
の
方（
１

人
女
性
含
む
）、
地
域
も
、
年

齢
も
違
う
方
の
「
町
民
の
声
」

と
し
て
図
書
館
・
文
化
ホ
ー

ル
・
福
祉
施
設
等
、
総
合
的

な
施
設
の
必
要
性
に
つ
い
て

の
投
稿
頂
い
た
。
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
社
会
と
い
っ

た
様
々
な
問
題
は
あ
ろ
う
か

と
思
う
が
、３
名
の
方
の「
声
」

を
加
味
し
町
長
の
考
え
を
伺

う
。

町･長

２
期
目
の
政
策
集
に
、

図
書
館
の
必
要
性
を

問
う
委
員
会
等
を
構
築
す
る

こ
と
を
掲
げ
た
が
、
熊
本
地

震
等
い
ろ
ん
な
災
害
あ
り
現

在
ま
で
立
上
げ
が
出
来
て
い

な
い
。
現
在
の
管
理
職
と
共

に
南
郷
谷
に
図
書
館
を
造
る

方
向
で
南
阿
蘇
村
に
協
議
会

設
立
を
申
し
入
れ
た
が
、
最

終
的
に
は
断
ら
れ
た
。
図
書

館
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

十
分
理
解
し
て
い
る
。
高
森

町
に
単
独
で
も
将
来
的
（
５

年
後
位
）
に
財
政
規
模
、
人

口
等
、
身
の
丈
に
合
っ
た
図

書
館
を
作
る
べ
き
と
考
え
る
。

文
化
ホ
ー
ル
に
関
し
て
は
、

総
合
型
施
設
と
な
る
と
金
額

的
に
大
き
く
な
り
、
維
持
管

理
費
等
財
政
負
担
へ
の
対
応

が
必
要
と
な
る
。
今
後
は
、

必
要
性
、
利
便
性
や
後
で
利

用
価
値
が
下
が
ら
な
い
よ
う

に
、
議
論
を
積
み
上
げ
る
協

議
会
を
立
上
げ
、
議
会
、
町
民
、

職
員
等
一
緒
に
な
っ
て
方
向

性
を
出
す
べ
き
と
考
え
る
。

質･問

町
長
は
、
平
成
29
年

６
月
の
定
例
会
冒
頭

の
挨
拶
で
、「
高
森
町
公
共
施

設
あ
り
方
検
討
協
議
会
か
ら

頂
い
た
答
申
は
、町
民
の
民
意

と
受
け
止
め
、
平
成
30
年
度

ま
で
は
直
営
運
営
、
平
成
30

年
度
以
降
に
は
、
条
件
付
き

売
却
が
望
ま
し
い
と
い
う
ふ

う
に
町
長
と
し
て
意
見
を
ま

と
め
た
。
」
と
報
告
さ
れ
、
１

年
後
の
本
年
６
月
定
例
会
の

一
般
会
計
補
正
予
算
で
高
森

温
泉
館
公
売
に
係
る
不
動
産

鑑
定
委
託
料
が
計
上
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、

①
高
森
温
泉
館
公
売
に
係
る

不
動
産
鑑
定
の
状
況
は
。

②
公
売
の
時
期
は
。

③
条
件
付
き
売
却
の
内
容
は
、

ど
う
で
あ
る
の
か
伺
う
。

生活環
境課長

①
８
月
14

日
に
鑑
定

委
託
契
約
を
行
い
、

11

月
初
旬
に
は
完
了
す
る

見
込
み
。

②
年
内
か
、
１
月
に
か
け
実

施
す
る
。

③
10

月
１
日
に
設
置
す
る

「
高
森
町
公
有
財
産
評
定

委
員
会
」
で
決
め
る
。

質･問

今
後
設
置
す
る
「
高

森
町
公
有
財
産
評
定

委
員
会
」で
決
め
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
私
も
温
泉
館
を

利
用
し
ま
す
し
、
他
の
皆
さ

ん
も
毎
日
温
泉
館
に
入
れ
る

こ
と
を
強
く
望
ん
で
お
ら
れ

る
。
条
件
付
き
売
却
に
盛
り

込
ん
で
頂
く
よ
う
要
望
す
る
。

　

担
当
課
に
お
い
て
は
、
公

売
に
向
け
努
力
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
万
が
一
、

公
売
が
不
調
に
終
わ
っ
た
場

合
の
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町･長

高
森
町
公
共
施
設
あ

り
方
検
討
協
議
会
か

ら
頂
い
た
答
申
を
、
町
民
の

民
意
と
受
け
止
め
、
平
成
30

年
度
ま
で
は
直
営
運
営
、
平

成
30

年
度
以
降
に
は
、
条
件

付
き
売
却
が
望
ま
し
い
と
い

う
ふ
う
に
町
長
と
し
て
意
見

を
ま
と
め
た
と
お
り
、
公
売

に
向
け
努
力
す
る
。
来
年
は
、

統
一
地
方
選
も
行
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
温
泉
館
の
そ
の
後

に
つ
い
て
は
、
当
事
者
で
検

討
す
べ
き
。

４

人

の

熱

弁

興
梠･

壽
一･

議
員

後
藤･

三
治･

議
員

図書館・文化ホール・福祉施設等の必要性

「条件付き売却」とは

多目的ホール

高森温泉館の現状と今後は

今後設置する「高森町公有財産評定委員会」で決める生活環境課長

今期内に協議会を立上げ方向性を出すべきと考える町　長



7 2018.11高森町議会だより

町政を問う

質･問

高
森
駅
周
辺
の
解
釈

に
つ
い
て
、
駅
舎
を

含
む
町
有
地
だ
け
の
開
発
で

将
来
後
悔
し
な
い
の
か
。

町･長

熊
本
ア
ー
ト
ポ
リ
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

し
て
は
、
１
つ
が
高
森
駅
の

建
て
替
え
を
含
む
検
討
、
２

つ
目
が
周
辺
施
設
の
公
園
化

と
い
う
と
こ
ろ
が
大
き
な
内

容
で
あ
る
。
２
０
２
２
年
、

南
阿
蘇
鉄
道
の
全
線
復
旧
に

合
わ
せ
て
再
開
発
を
実
現
出

来
る
事
を
優
先
し
た
。

質･問

熊
本
地
震
前
に
町
長

は
駅
へ
の
車
道
入
口

を
変
更
し
て
大
き
く
駅
前
を

広
げ
よ
う
と
言
わ
れ
て
い
た
。

今
回
の
昭
和
公
民
館
建
設
地
、

商
工
会
の
問
題
な
ど
今
後
の

計
画
の
中
に
お
い
て
考
慮
出

来
る
も
の
な
の
か
。

町･長

車
両
乗
り
入
れ
に
関

し
て
は
、
違
和
感
が

な
く
出
来
る
と
考
え
て
い
る
。

商
工
会
の
件
に
関
し
て
も
会

員
の
利
便
性
、
気
持
ち
を
考

え
て
行
政
と
し
て
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
す
べ
き
で
議
会
か
ら
も

後
押
し
い
た
だ
き
た
い
。

質･問

今
の
町
長
に
ど
う
し

て
も
や
っ
て
も
ら
い

た
い
事
、
町
長
の
親
族
経
営

の
タ
ク
シ
ー
会
社
の
車
庫
を

移
転
し
て
も
ら
い
高
森
駅
の

前
口
を
広
く
す
る
事
だ
と
思

う
が
。

町･長

最
終
的
に
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
型
と
す
る
な
ら

ば
民
有
地
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
個
人
的
に
は
町
内
の

会
社
や
住
民
の
ご
協
力
と
ご

理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

質･問

空
き
家
バ
ン
ク
は
、

移
住
・
定
住
を
促
進

す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
で

あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
移
住
・

定
住
を
促
進
す
る
た
め
に
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
他
に
町
と

し
て
は
ど
の
よ
う
な
取
組
み

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

政策推進
課審議員

移
住
・
定
住
と
い
う

の
は
、
魅
力
的
な
町

で
あ
る
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
生
活
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
の
取
組
み
や
、

子
育
て
、
教
育
、
福
祉
に
関

す
る
施
策
は
、
全
て
移
住
・

定
住
に
関
す
る
取
組
み
と
い

う
こ
と
も
で
き
る
。

　

そ
の
中
で
も
例
を
あ
げ
る

と
す
れ
ば
、
情
報
通
信
施
設

の
整
備
が
、
移
住
・
定
住
を

促
進
す
る
た
め
に
果
た
す
役

割
は
非
常
に
大
き
い
。
こ
の

成
果
と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｃ
が
よ
く

取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
は
そ

れ
で
一
つ
の
成
果
で
あ
る
。

し
か
し
、
情
報
通
信
基
盤
の

整
備
は
、
便
利
な
生
活
、
産
業
、

子
育
て
、
教
育
、
福
祉
、
ど
の

分
野
に
お
い
て
も
魅
力
的
な

町
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
た

め
の
基
盤
と
な
る
。

　

先
日
、
熊
本
国
際
漫
画
Ｃ

Ａ
Ｍ
Ｐ
が
高
森
で
開
催
さ
れ
、

こ
の
実
行
委
員
会
の
副
会
長

で
あ
る
、
㈱
コ
ア
ミ
ッ
ク
ス

の
堀
江
社
長
は
、
将
来
的
に
、

マ
ン
ガ
ア
カ
デ
ミ
ー
を
高
森

町
に
開
校
し
た
い
と
仰
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
高
森
町
へ

の
移
住
・
定
住
に
も
大
き
く

資
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

堀
江
社
長
が
ア
カ
デ
ミ
ー
の

設
立
場
所
に
高
森
町
を
選
ん

だ
理
由
の
一
つ
に
、
情
報
通

信
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と

を
明
確
に
あ
げ
て
い
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
重
要

性
が
分
か
る
。

４

人

の

熱

弁

佐
伯･
金
也･

議
員

立
山･

広
滋･

議
員

生活の利便性を高める取組み等である政策推進課長

どのような取組みを行っているのか

町有地だけの開発でいいのか

移住・定住の促進

南阿蘇鉄道高森駅周辺グランドデザイン

ボトムアップ型となれば民有地も必要町　長
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委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
平
成
29
年
度
高
森
町
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
」
、
「
平
成
30
年
度
高
森
町
一
般
会

計
補
正
予
算
」
、
「
高
森
町
鉄
道
経
営
対
策
事
業
基
金
特
別

会
計
補
正
予
算
」
は
、
担
当
者
か
ら
詳
細
に
説
明
を
求
め
た
。

特
に
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
収
入
未
済
額

の
状
況
、
予
備
費
の
充
用
や
予
算
の
流
用
の
状
況
、
不
用
額

の
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
。
不
用
額
の
処

理
に
つ
い
て
は
、
監
査
意
見
書
に
も
あ
っ
た
と
お
り
国
の

経
済
財
政
諮
問
会
議
以
降
、
地
方
の
基
金
保
有
額
が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
ま
ま
不
用
額
と
し
て

計
上
処
理
し
て
い
る
旨
の
説
明
を
受
け
た
。

　

以
上
３
案
件
に
つ
い
て
は
、
審
査
審
議
し
た
結
果
、
可
と

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

［
主
な
質
問
事
項
］

◎
平
成
29
年
度
高
森
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
関

係質

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
つ
い
て
は
基
準
内
な
の
か
。

答

基
準
の
30
％
以
内
で
行
っ
て
い
る
。

質

不
能
欠
損
の
根
拠
法
と
内
訳
に
つ
い
て
伺
う
。

答

地
方
税
法
等
に
即
し
適
正
に
処
理
し
た
。
内
訳
は
、
個

人
住
民
税
６
件
、
固
定
資
産
税
17
件
、
軽
自
動
車
税
２
件
で

あ
る
。

◎
平
成
30
年
度
高
森
町
一
般
会
計
予
算
関
係

質

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
状
の
内
容
、
及
び
発
送
対
象
件

数
が
１
４
，
０
０
０
件
と
あ
る
が
、
重
複
し
て
同
じ
者
に
発

送
す
る
こ
と
は
な
い
か
。

答

27
〜
29
年
度
ま
で
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
実
績
と

寄
付
金
を
活
用
し
た
主
な
事
業
に
つ
い
て
作
成
。
29
年
度

ま
で
に
約
１
８
，
０
０
０
件
の
寄
付
が
あ
り
重
複
し
な
い

よ
う
精
査
し
て
発
送
す
る
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
平
成
29

年
度
高
森
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
」
、
「
平
成
30
年
度
高
森

町
一
般
会
計
補
正
予
算
」
、
「
平
成

30
年
度
高
森
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
」
、
「
平
成
30
年

度
高
森
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
」
、
「
平
成
30
年
度
高
森
町
介

護
保
険
特
別
会
計
」
は
、
担
当
者
か

ら
詳
細
に
説
明
を
受
け
、
慎
重
に
審

議
を
行
い
可
と
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
。

［
主
な
質
問
事
項
］

◎
平
成
29
年
度
高
森
町
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
関
係

質

弁
済
金
の
納
入
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

答

昨
年
は
４
千
円
の
納
付
で
あ
っ

た
。

質

第
３
者
行
為
の
納
付
金
の
回
収

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

生
活
状
況
を
考
慮
し
、
毎
月
定

額
の
納
付
を
し
て
い
る
。

◎
平
成
30
年
度
高
森
町
一
般
会
計

予
算
関
係

質

教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
起
業

体
験
推
進
事
業
と
は
。

答

県
が
試
行
的
に
行
う
、
起
業
家

精
神
を
有
す
る
人
物
の
育
成
を
目

的
と
す
る
事
業
で
あ
る
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
平
成
29
年
度
高
森
町
各
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
」
及
び
「
平
成
30
年
度
高
森
町
一
般
会
計
補
正

予
算
」
、
「
平
成
30
年
度
高
森
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
」
、
「
平
成
30
年
度
高
森
町
農
業
用
水
供
給
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
」
は
、
担
当
者
か
ら
詳
細
に
説
明
を
受
け
、
審
議
し
た

結
果
、
全
委
員
異
議
な
く
可
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
更
に
、

定
例
会
最
終
日
に
提
出
さ
れ
た
「
請
願
第
１
号　

大
村
環
状
線

道
路
改
良
整
備
事
業
」
は
、
建
設
経
済
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、

閉
会
中
の
継
続
調
査
を
行
う
こ
と
に
決
定
。

［
主
な
質
問
事
項
］

◎
平
成
29
年
度
高
森
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て質

住
宅
料
の
滞
納
が
増
え
な
い
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
徴
収
事

務
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答

保
証
人
へ
の
通
知
、
督
促
と
、
本
人
と
の
交
渉
を
行
い
成
果

が
上
が
っ
て
い
る
。

質

水
道
滞
納
者
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

答

督
促
の
納
付
書
を
送
付
し
て
い
る
が
、
町
民
税
等
の
滞
納
が

あ
り
、
水
道
料
が
後
回
し
と
な
っ
て
い
る
。

質

道
路
維
持
費
の
需
用
費
か
ら
使
用
料
及
び
賃
借
料
へ
流
用

さ
れ
て
い
る
が
ど
う
し
て
か
。

答

例
年
に
な
く
大
雪
と
な
り
、
除
雪
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
機
械
借

り
上
げ
料
が
不
足
し
た
た
め
。

質

農
地
整
備
費
の
委
託
料
が
減
額
さ
れ
た
理
由
は
。

答

防
ヶ
平
た
め
池
の
地
質
調
査
の
結
果
、
基
礎
処
理
の
必
要
性

が
な
く
な
っ
た
。

◎
平
成
30
年
度
高
森
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質

共
同
畜
舎
の
不
動
産
鑑
定
手
数
料
の
必
要
性
は
。

答

払
い
下
げ
の
話
し
合
い
の
中
で
、
固
定
資
産
税
額
を
算
出
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
。

常任委員会報告

建

設

経

済

総

務

文

教

厚

生
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10
月
９
日
、
熊
本
県
庁
で
市
町

村
長
ら
を
対
象
に
し
た
「
防
災
・

危
機
管
理
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
が

開
催
さ
れ
首
長
や
議
員
ら
１
８

０
人
が
出
席
。
常
葉
大
大
学
院
環

境
防
災
研
究
科
の
重
川
希
志
依

教
授
（
防
災
教
育
）
は
、
東
日
本
大

震
災
の
再
建
調
査
か
ら
「
住
民
の

間
に
不
公
平
感
を
生
ま
な
い
支

援
が
必
要
だ
」
な
ど
と
指
摘
。

　

岩
手
県
遠
野
市
の
本
田
敏
秋

市
長
は
東
日
本
大
震
災
の
際
、
内

陸
に
位
置
す
る
同
市
が
、
自
衛
隊

や
消
防
に
拠
点
と
し
て
市
運
動

公
園
を
開
放
し
た
こ
と
を
紹
介
。

「
津
波
被
災
地
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

救
援
活
動
に
つ
な
が
っ
た
。
内
陸

だ
か
ら
関
係
な
い
の
で
は
な
く
、

隣
接
市
と
し
て
果
た
す
べ
き
役

割
が
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
熊
本
県
菊
池
市
に
対
し
、

友
好
都
市
の
遠
野
市
を
窓
口
に

連
携
し
た
市
町
村
が
効
率
的
な

初
動
支
援
を
行
っ
た
。
東
日
本
大

震
災
で
岩
手
県
内
の
沿
岸
自
治

体
の
「
後
方
支
援
」
拠
点
と
な
っ

た
遠
野
市
が
訴
え
て
き
た
「
水
平

連
携
」
に
よ
る
支
援
が
、
初
め
て

機
能
し
た
。

　

尾
下
・
中
地
区
に
進
出
予
定
の
太
陽
光
発
電
所
建
設

に
伴
う
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
事
業
者
の
ジ
ャ
パ
ン
・

リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・
エ
ナ
ジ
ー
社
（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
）
か
ら
現
在

の
状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
平

成
31
年
４
月
着
工
、
34
年
６
月
に
工
事
竣
工
し
、
34
年

７
月
か
ら
の
売
電
開
始
の
計
画
。

　

委
員
会
か
ら
の
質
疑
に
つ
い
て
の
報
告
。

　

大
塚
牧
場
跡
地
を
農
振
地
除
外
で
き
な
か
っ
た
経

緯
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
農
業
委
員
会
内
で
審
議
し
、

委
員
の
決
議
に
よ
り
農
振
地
か
ら
の
除
外
は
で
き
な

か
っ
た
と
の
回
答
だ
っ
た
。

　

今
後
企
業
側
が
農
振
地
の
除
外
申
請
を
す
る
場
合
、

耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
る
土
地
は
、
除
外
し
て
良
い
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
と
の
質
疑
に
つ
い
て
、
除
外

は
、
あ
く
ま
で
も
農
振
協
議
会
の
決
定
を
尊
重
す
べ
き

と
の
答
弁
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
永
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
、
新
た
な
企
業
誘
致

の
観
点
か
ら
、
土
地
の
有
効
利
用
で
き
る
な
ら
ば
、
前
向

き
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
こ
と
を
付
け
加
え
て
終
了

し
た
。

　

次
に
、
一
般
社
団
法
人 

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ 

ｒ
ａ 

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

の
事
業
報
告
を
吉
川
代
表
理
事
か
ら
行
わ
れ
た
。
内
容

に
つ
い
て
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
名
の
任
期
が
終

了
し
、
加
藤
氏
が
町
で
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
と

グ
リ
ル
・
ド
・
加
藤
を
現
在
、
営
業
さ
れ
て
い
る
。

　

集
落
支
援
委
員
の
大
野
氏
に
お
い
て
は
、
高
森
じ
か

ん
、
山
東
部
〔
草
部
・
野
尻
〕
を
中
心
に
８
つ
の
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
予
定
、
参
加
す
る
側
が
体
験
の
日

時
・
人
数
を
決
め
て
申
し
込
み
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

特別委員会報告

災

害

対

策

地

方

創

生

「農事組合法人　田代西部ファーム」の研修報告

建
設
経
済
常
任
委
員
長　

後
藤　

三
治

１
．
【
研
修
目
的
】
高
齢
農
家
や
兼
業
農
家
の
増
加
に
よ
る

地
域
農
業
の
担
い
手
の
減
少
・
農
業
構
造
の
弱
体
化
の
現

状
打
破
と
し
て
、
先
進
事
例
を
有
す
る
佐
賀
県
鳥
栖
市
の

「
農
事
組
合
法
人　

田
代
西
部
フ
ァ
ー
ム
」
を
視
察
研
修
す

る
事
で
、
本
町
の
地
域
農
業
の
振
興
と
農
村
活
性
化
を
図
る
。

２
．
【
研
修
日
時
】
８
月
30
日
〜
31
日

１
日
目　

Ｊ
Ａ
佐
賀
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

　
　
　
　

農
事
組
合
法
人　

田
代
西
部
フ
ァ
ー
ム

２
日
目　

Ｊ
Ａ
福
岡
八
女　

よ
ら
ん
野

３
．
【
研
修
概
要
】
佐
賀
県
鳥
栖
市
の
「
農
事
組
合
法
人　

田
代
西
部
フ
ァ
ー
ム
」
は
、
地
域
営
農
法
人
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
平
成
27
年
９
月
に
法
人
化
し
た
組
織
で
あ
る
。
組

合
員
は
78
名
、
平
坦
か
ら
中
山
間
地
域
の
農
地
を
有
し
、

経
営
面
積
は
62 

ha
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
中
山
間
地
の

農
地
を
維
持
し
て
お
り
、
本
町
の
農
地
形
態
と
も
類
似
し

て
い
る
部
分
も
多
く
、
経
営
目
標
や
経
営
管
理
部
門
、
定

期
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
協
議
会
等
が
開
催
さ
れ
、
各
部

門
の
役
割
が
明
確
化
さ
れ
分
業
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る

な
ど
、
本
町
の
農
業
振
興
の
展
開
に
も
参
考
と
な
る
も
の

と
思
わ
れ
た
。

　

福
岡
県
八
女
市
の
農
産
物
直
売
所
「
よ
ら
ん
野
」
は
、

平
成
14
年
７
月
に
選
果
場
跡
地
で
直
売
所
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。

そ
の
後
、
平
成
23
年
に
Ｊ
Ａ
福
岡
八
女
全
域
の
直
売
所
と

し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

都
市
圏
に
近
い
こ
と
や
、
交
通
ア
ク
セ
ス
等
の
立
地
条

件
が
良
い
こ
と
か
ら
、
来
場
者
が
年
間
50
万
人
を
越
え
る

な
ど
、
平
成
29
年
度
の
販
売
実
績
は
10
億
円
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
地
産
地
消
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
拠
点
と
し

て
存
在
感
の
あ
る
直
売
所
と
し
て
も
好
評
を
得
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
町
の
政
策
で
も
あ
る
直
売
所
の
新

設
に
お
い
て
も
、
具
体
的
な
事
例
を
学
ぶ
良
い
機
会
と
な

っ
た
。
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平成28年度決算認定

歳　入

歳　出

平成29年度決算認定

民生費
11億9,900万円

（24.5%）

民生費
11億9,900万円

（24.5%）

総務費
7億9,400万円

（16.2%）

総務費
7億9,400万円

（16.2%）

公債費
4億9,400万円

（10.1%）

公債費
4億9,400万円

（10.1%）

農林水産業費
3億4,600万円

（7.1%）

農林水産業費
3億4,600万円

（7.1%）

土木費
5億7,300万円

（11.7%）

土木費
5億7,300万円

（11.7%）

教育費
3億8,300万円

（7.8%）

教育費
3億8,300万円

（7.8%）

衛生費
2億7,500万円

（5.6%）

衛生費
2億7,500万円

（5.6%）

災害復旧費
1億3,400万円（2.7%）

災害復旧費
1億3,400万円（2.7%）

消防費
2億4,400万円

（5.0%）

消防費
2億4,400万円

（5.0%）

商工費
1億3,600万円（2.8%）

商工費
1億3,600万円（2.8%）

議会費
6,300万円（1.2%）

議会費
6,300万円（1.2%）

諸支出金
2億6,200万円（5.3%）

諸支出金
2億6,200万円（5.3%）

49億

300万円

支出 （歳出） 総額 49億300万円

地方交付税
21億2,300万円

（41.5%）

地方交付税
21億2,300万円

（41.5%）

町債
4億1,900万円

（8.2%）

町債
4億1,900万円

（8.2%）

県支出金
4億5,300万円

（8.8%）

県支出金
4億5,300万円

（8.8%）

国庫支出金
6億6,600万円

（13.0%）

国庫支出金
6億6,600万円

（13.0%）

地方消費税交付金
1億1,400万円（2.3%）

地方消費税交付金
1億1,400万円（2.3%）

地方譲与税
7,000万円（1.4%）

地方譲与税
7,000万円（1.4%）

その他 2,600万円（0.5%）その他 2,600万円（0.5%）

繰越金
1億3,200万円（2.6%）

繰越金
1億3,200万円（2.6%）

町税
5億5,700万円

（10.9%）

町税
5億5,700万円

（10.9%）

分担金及び負担金
2,600万円（0.5%）

分担金及び負担金
2,600万円（0.5%）

諸収入
9,300万円（1.8%）

諸収入
9,300万円（1.8%）

その他
3億2,900万円（6.4%）

その他
3億2,900万円（6.4%）

使用料及び手数料
1億800万円（2.1%）

使用料及び手数料
1億800万円（2.1%）

自主財源
（24.3％）

自主財源
（24.3％）

依存財源
（75.7％）

依存財源
（75.7％）

収入 （歳入） 総額 51億1,600万円

　平成29年度高森町各会計歳入歳出決算の認定については、９月25日、26

日各常任委員会で審査し、認定しました。

具体的にはこんな収入です

具体的にはこんな費用です

一
般
会
計
実
質
１
億
８
，２
０
０
万
円
の
黒
字
決
算

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
単
純
に
引
く
と
２
億
１
，
３
０
０
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
は
30
年
度
へ
繰
り
越
し
て
使
う
経
費

（
財
源
）
が
３
，
１
０
０
万
円
あ
り
、
こ
の
額
を
除
い
た
実
質
の
収
支

額
は
１
億
８
，
２
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

自主財源

町が自分で確保できる収入
①町税 
②分担金及び手数料 保育園料などの特定の事業に充てるために徴収するお金
③使用料及び手数料 施設の使用料や証明書の交付に掛かる手数料
④繰越金 前年度からの繰越金
⑤諸収入 延滞金、預金利子など
⑥その他 財産収入、寄付金、繰入金など

依存財源

国や県から交付されるお金や借入金など
①地方交付金 地方公共団体が一定の水準の仕事が出来るよう国から交付されるお金
②地方譲与税 特定の国税の一部を一定の基準で国から配分されるお金
③地方消費税交付金 消費税の一部を一定の基準で国から配分されるお金
④国庫・県支出金 特定の事務事業に対して国や県から交付されるお金
⑤町債（借入金） 道路など社会資本整備や災害復旧などの事業のため借り入れたお金

目的別経費

①議会費 町議会運営のための費用
②総務費 庁舎管理、税務事務、地方創生や企画などに使われる費用
③民生費 お年寄り、子供、障害者などへの福祉のために使われる費用
④衛生費 環境対策や保健事業に使われる費用
⑤農林水産業費 農林業の振興などに使われる費用
⑥商工費 商工業や観光の振興などに使われる費用
⑦土木費 道路、河川、住宅などの整備や管理に使われる費用
⑧消防費 消防、防災、災害対策や救急活動などに使われる費用
⑨教育費 小・中学校教育、社会教育やスポーツ振興の教育分野で使われる費用
⑩災害復旧費 災害にあった公共施設や農林業施設を復旧させるための費用
⑪公債費 町の借金を返済する費用
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収
入（
歳
入
）

支
出
（
歳
出
）

性質別に見てみよう

たかもり家の

家計簿

特　別　会　計

具体的にはこんな費用です

性質別経費

●人件費 町議会議員、各種委員の報酬や町職員に支払った給料など
●扶助費 子供、お年寄りなどに対する各種福祉の助成、手当、医療

費給付などの社会保障のための費用
●公債費 町の借金を返済する費用
●普通建設事業費 小・中学校、道路、河川、住宅などの建設や改修のための

費用
●物件費 旅費、消耗品費、委託料、使用料や賃借料他の経費に即さ

ない消費的な費用
●繰出金 水道や国民健康保険などの会計に繰り出した費用
●補助費等 各種団体や一部事務組合等に対する補助金等の費用

　町の財政をより身近に感じていただけるように、平成29年度の一般会計決算
を家計に置き換えた「たかもり家の家計簿」を作成しました。

（　　）は前年度との比較です。
（注）家計簿の金額は一般会計の決算額の1000分の１相当額となっています。

補助費等
6億9,300万円

補助費等
6億9,300万円

人件費
8億4,100万円

人件費
8億4,100万円

物件費
8億700万円

物件費
8億700万円

扶助費
5億6,400万円

扶助費
5億6,400万円

繰出金
4億2,200万円

繰出金
4億2,200万円

公債費
4億9,500万円

公債費
4億9,500万円

普通建設
事業費
5億3,900万円

普通建設
事業費
5億3,900万円

災害復旧費
1億3,400万円

災害復旧費
1億3,400万円

貸付金
700万円

貸付金
700万円

積立金
2億6,200万円

積立金
2億6,200万円

維持補修費
1億3,900万円

維持補修費
1億3,900万円

49億

300万円

　決められた特定の事業を行う場合に、特定の収入をその
事業に充てるため、一般会計とは区別して６つの特別会計
を設けて経理を行っています。
　どの事業も私たちの暮らしを支えるために欠かせない大
切な事業ですが、特定の収入だけでは運営ができず一般会

計から繰り入れを行い、運営を行なっています。特別会計
の財政悪化は一般会計の財政悪化にもつながるため、独立
採算制の原則に基づいて財政の健全化に努めていくことが
大事であります。

会 計 名 歳 入 歳 出

国民健康保険特別会計 12億4,900万円 12億4,200万円

後期高齢者医療特別会計 9,300万円 9,100万円

介護保険特別会計 9億9,900万円 9億5,800万円

簡易水道事業特別会計 1億7,700万円 1億5,900万円

農業用水供給事業特別会計 2,000万円 1,600万円

鉄道経営対策事業基金特別会計 500万円 500万円

給料
　289万円（▲4万8千円）
　◦固定給55万7千円
　　　町民税などの町税
　◦変動給233万3千円
　　　地方交付税など
家賃収入
　16万円（5千円）
　　分担金及び負担金、使用料及び
　　手数料、財産収入など
実家からの仕送り
　111万9千円（▲21万6千円）
　　国庫・県支出金
銀行からの借り入れ
　41万9千円（6千円）
　　町債
預貯金の取り崩し
　22万4千円（1千円）
　　繰入金
雑収入
　17万2千円（8千円）
　　諸収入など
前年の余り
　13万2千円（▲5万円）
　　繰越金

収入合計　511 万 6 千円 支出合計　490 万 3 千円

生活費
　164万8千円（▲8千円）
　　人件費、物件費
医療費・学費
　56万4千円（2万6千円）
　　扶助費
ローンの返済
　49万5千円（▲1万2千円）
　　公債費
家の増改築
　81万2千円（▲6万2千円）
　　普通建設事業費、災害復旧費、
　　維持補修費
子どもへの仕送り
　42万2千円（▲9万6千円）
　　繰出金
預貯金
　26万2千円（10万9千円）
　　積立金
組内などの会費
　69万3千円（▲31万7千円）
　　補助費など
その他
　7千円（▲6千円）
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平
成
29

年
度
高
森
町
一
般
会
計
及
び
各

特
別
会
計
の
決
算
状
況
並
び
に
基
金
の
運

用
状
況
、
財
産
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
は
、

計
数
に
誤
り
な
く
、
奇
異
な
点
も
見
受
け

ら
れ
ず
適
正
に
処
理
さ
れ
、
ま
た
、
関
係

書
類
も
整
理
さ
れ
て
お
り
、
会
計
経
理
は

正
確
で
あ
る
。
ま
た
、
各
事
業
と
も
ほ
ぼ

計
画
ど
お
り
執
行
さ
れ
、
成
果
を
収
め
ら

れ
た
こ
と
は
、
執
行
部
の
努
力
と
議
会
の

適
正
な
判
断
、
さ
ら
に
は
町
民
の
努
力
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
気
付

い
た
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

ハ
ー
ド
事
業
、
ソ
フ
ト
事
業
に
お
い
て

多
く
の
事
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
、
町
長
を

は
じ
め
担
当
各
位
に
お
い
て
は
大
変
な
苦

労
が
あ
っ
た
こ
と
と
察
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
予
算
決
算
の
状
況
を

見
る
と
、
平
成
29

年
度
繰
越
明
許
は
９
件

の
５
億
３
，
５
１
７
万
２
，
０
０
０
円
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
繰
り
越
し
事
業
は
、
ほ

と
ん
ど
が
補
助
対
象
事
業
で
あ
り
、
こ
れ

ら
を
獲
得
さ
れ
た
実
績
を
評
価
す
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
事
故
繰
り
越
し
は
１
件

の
２
，
６
９
７
万
９
，
０
０
０
円
と
な
っ
て

い
る
。
事
業
遂
行
に
つ
い
て
は
、
単
年
度

遂
行
が
原
則
で
あ
る
が
、
国
・
県
の
補
助

金
支
給
決
定
の
遅
れ
等
に
よ
り
や
む
を
得

な
い
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
経
理
状
況
を
見
る
と
、
安
易
な

予
算
流
用
、
予
備
費
充
用
が
見
受
け
ら
れ
、

緊
急
災
害
復
旧
対
応
等
、
緊
急
の
場
合
を

除
き
、
補
正
対
応
が
原
則
で
あ
り
、
担
当

職
員
の
一
層
の
努
力
を
望
む
。

　

次
に
、
税
等
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
の
収
納
状
況
を
見
る
と
、
町
税
の
本

年
度
分
収
納
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
上
回

っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
要
因
は
町
民
税
で

あ
る
。
過
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
不
納
欠

損
処
分
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
一
般
会
計

26

件
、
98

万
６
，
４
７
５
円
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
１
件
、
17

万
２
，
４
２
３

円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
合
法
的
な

手
続
き
に
よ
り
行
わ
れ
、
や
む
を
得
な
い

と
思
う
が
、
税
負
担
の
公
平
及
び
歳
入
確

保
の
面
で
の
影
響
が
大
き
い
の
で
、
不
納

欠
損
を
出
さ
な
い
よ
う
、
そ
の
た
め
に
は
、

た
だ
催
告
す
る
の
み
で
な
く
、
債
務
の
一

部
を
履
行
す
る
と
か
、
収
入
の
猶
予
を
求

め
る
な
ど
、
自
己
債
務
を
認
め
る
よ
う
な

行
為
、
つ
ま
り
承
認
と
言
う
が
、
こ
れ
を

行
う
な
ど
、
慎
重
か
つ
厳
正
な
事
務
処
理

を
行
い
、
債
権
の
確
保
に
万
全
を
期
さ
れ

た
い
。
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
滞
納

額
が
５
，
９
５
６
万
１
，
７
４
４
円
と
な
っ

て
お
り
、
大
口
滞
納
額
が
５
，
１
２
１
万
８
，

９
９
２
円
で
あ
る
。
大
口
滞
納
者
に
つ
い

て
は
、
納
付
の
姿
勢
が
全
く
見
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
資
産
は
他

の
業
者
へ
譲
渡
さ
れ
て
お
り
、
ま
す
ま
す

徴
収
に
混
迷
を
深
め
る
こ
と
に
な
り
兼
ね

な
い
の
で
、
担
当
職
員
に
お
い
て
は
迅
速

か
つ
的
確
な
対
応
を
望
む
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
審
査
に
あ

た
り
、
国
保
税
の
滞
納
額
が
６
，
１
６
２

万
８
，
８
７
３
円
と
大
変
高
額
で
あ
り
、

そ
の
事
務
処
理
に
担
当
職
員
は
努
力
さ
れ

て
い
る
が
、
平
成
30

年
度
か
ら
は
機
構
改

革
に
よ
り
国
保
税
の
賦
課
徴
収
を
税
務
課

に
分
離
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
収
納
事
務

が
ス
ム
ー
ズ
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

決
算
の
基
本
は
、
日
々
の
会
計
処
理
が

大
事
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

例
月
出
納
検
査
時
に
各
職
員
の
財
務
処
理

に
差
異
が
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
を

改
善
す
る
た
め
に
は
財
務
会
計
の
研
修
等

が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
財
政
担
当

課
に
お
い
て
十
分
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
。

　

終
わ
り
に
、
今
後
さ
ら
に
、
住
民
の
要

望
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
、
財

政
運
営
の
改
善
に
一
層
努
力
さ
れ
、
総
合

的
な
施
策
の
効
率
的
執
行
を
図
り
、
健
全

財
政
の
確
保
に
努
め
ら
れ
、
本
町
の
発
展

と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
る
よ
う
、
慎

重
な
対
応
と
特
段
の
努
力
を
切
望
し
、
平

成
29

年
度
決
算
審
査
意
見
書
と
す
る
。

決
算
審
査
意
見
書
概
要
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　今、私の周りの現状は、

限界集落（65歳以上人口比50%)

危機的集落（65歳以上人口比70%以上）

といった状況が、あちらこちらで存在しているように思います。多分この状

況は、止まることはないと私は思います。一体この後、どのような集落の有

り様になるのでしょうか？今まで当然のように行われていた、行事・住民の

なりわい、集落の景観は変わらざるを得ないでしょう。よく言われる、耕作

放棄地や、雇用問題、後継者対策などでは、その問題の具体的な解決はどう

するか？まず働く場を作り、人口流出を防ぐ、外からの人を呼び込むetc…。

加えて、地域住民への意識づけ、又、住民の代表者である、議員さんの高森町を想うビジョンの一体

化にあると思います。

　第四次安倍内閣では、地方創生が、重要課題の一つになっていると言われています。ぜひ、実現し

て欲しいと思います。その中央の風にうまくのって、高森町の人口減少に歯止めがかかりますように。

「今思う事」

　過日、高森東学園義務教育学校で本校出身で熊大法学部２年の野尻岬さん

の「夢プロジェクト」と題する講演会を拝聴し大変感銘致しました。

　今や日本全体が少子高齢化と人口減少時代となり私共の地域は残念ながら

その最先端を行っていると言っても過言ではありません。そんな中、岬さん

は深刻な鳥獣被害を逆手にとって捕獲したのをジビエ料理として生かし加工

場も作って雇用の場として広げていきたいと東京などのジビエ料理店のデー

タを示されながらお話があり、岬さん本人も鳥獣捕獲免許も取得され町役場

にもその旨提案されたとの事でした。実現には高いハードルがあるとは思い

ますが素晴らしい発想だと思いました。そして何よりも岬さん自身が地元を愛し生涯生れ育った地域

の為に恩返しの一生を送りたいと決意を述べられた事に深い感動を覚えたのは私だけではなかったと

思います。

　私は草南地区活性化委員会の委員長を命ぜられて11年となりましたが、地域活性化の事業は何一つ

出来ておらず只恒例の行事をこなしているに過ぎません。私が若い頃は地域のいろんな役職も争って

やっていたのが、今やなるべくやりたくないという活気のない地域になっている様です。

　ある哲人の言葉に「人の前に灯を燈せば、我が前明らかなるが如し」とあります。人間は人の間と

書く様に世の為人の為自分でできる事は進んでやっていく。それは犠牲ではなく自分自身に帰ってき

ますよという意味ではないでしょうか。私もその教えに従って微力ではありますが、自他共に幸せな

地域社会を願って行動してきたつもりです。

　来年春には統一地方選挙が行われますが、全国的に地方議員のなり手が少なくなったと報道されて

います。その理由の一つに今迄のやり方では候補者に大きな負担がかかっているのではないでしょうか。

そこで提案ですが、心ある多くの人が挑戦できる様に遊説はやめて地域毎に立会演説会を開くとか、

高森ポイントチャンネルで抱負を述べ合うとか前回から発刊された選挙公報を出すとか、その様に申

し合わせがなされたらどうでしょうか。

　今を生きる私たちがあきらめることなく英知を集結して誇りをもって次世代にバトンタッチできる

町づくりをしていきたいと心の底から願っています。

町民の声

白石　久美子さん

（河原・市野尾）

江藤　明徳さん

（芹口・牛神）
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（
期　

日
） 

平
成
30
年
10
月
19
日
（
金
）

（
場　

所
） 

南
小
国
町
「
き
よ
ら
ホ
ー
ル
」

（
講　

師
） 

政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

泉　

宏 

氏

総
務
常
任
委
員
長　
　

芹
口　

誓
彰

　

阿
蘇
市
町
村
議
員
研
修
会
が
10
月
19
日
南
小
国
町
で

開
催
さ
れ
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
泉
宏
氏
が
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
改
憲
、
参
院
選
・
３
選
安
倍
政
権
の
課

題
と
展
望
」
と
し
て
講
演
が
あ
っ
た
。

　

講
演
の
要
旨
は
、
第
４
次
安
倍
改
造
内
閣
の
船
出
を
、

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
「
終
わ
り
の
始
ま
り
」
と
の
政
治

的
表
現
で
報
じ
る
中
、
永
田
町
で
は
「
次
は
引
き
際
が

焦
点
」
と
の
声
が
広
が
り
、
「
任
期
完
投
は
難
し
い
」
と

の
声
も
少
な
く
な
い
。
衆
参
選
挙
、
憲
法
改
正
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
完
結
な
ど
、
政
権
運
営
の
〝
難
関
〟
が
続
く

か
ら
で
、
党
内
で
は
早
く
も
「
退
陣
の
条
件
と
タ
イ
ミ

ン
グ
」
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　

最
初
の
関
門
は
来
夏
の
参
院
選
で
あ
る
が
、
仮
に
自

民
党
が
50
議
席
ま
で
落
ち
込
む
と
退
陣
論
が
高
ま
る
可

能
性
が
あ
る
。
19
年
春
か
ら
20
年
春
に
か
け
て
は
天
皇

陛
下
退
位
・
新
天
皇
即
位
に
伴
う
重
要
な
皇
室
行
事
が

続
き
、
20
年
夏
に
は
東
京
五
輪
開
催
が
あ
り
「
政
治
空
白
」

に
つ
な
が
り
解
散
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
限
ら
れ
る
。

　

こ
の
た
め
政
界
で
は
首
相
の
選
択
肢
は
来
夏
の
同
日

選
断
行
か
、
五
輪
直
後
の
解
散
し
か
な
い
と
指
摘
す
る

向
き
が
多
い
。
た
だ
、
同
日
選
に
は
与
党
内
に
も
反
対

論
が
多
く
「
改
憲
実
現
の
た
め
の
同
日
選
と
な
れ
ば
、

国
民
の
反
発
で
与
党
が
敗
北
す
る
」
と
の
見
方
も
あ
り
、

そ
の
場
合
は
政
権
も
一
巻
の
終
わ
り
と
な
り
か
ね
な
い
。

ま
た
五
輪
後
解
散
に
も
リ
ス
ク
が
あ
る
。
19
年
10
月
か

ら
消
費
税
10
％
を
予
定
通
り
実
施
す
る
方
針
だ
が
景
気

失
速
は
避
け
ら
れ
ず
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
も
完
結
ど
こ
ろ
か
、

出
口
の
な
い
迷
路
に
入
り
込
む
可
能
性
が
大
き
い
。
そ

う
し
た
中
、
自
民
党
で
は
「
任
期
が
限
ら
れ
た
首
相
は
、

清
い
引
き
際
を
考

え
ざ
る
を
得
な

い
」
と
の
声
も
広

が
る
。

　

こ
の
た
め
、
政

界
で
は
「
首
相
が

20
年
秋
ま
で
続
投

す
れ
ば
、
１
年
残

し
て
勇
退
し
て
も

史
上
最
長
政
権
の

栄
誉
と
院
政
の
可

能
性
を
残
せ
る
」

と
し
て
五
輪
後
の

退
陣
表
明
を
予
測

す
る
向
き
も
あ
る
。

阿蘇市町村議員研修会報告

▲南小国町役場議場内にて研修

　紅葉狩りには出かけられましたでしょうか。今

年の夏は猛暑続きで色づきが心配されますが、秋

になり気温が低くなると紅葉が進み美しい紅葉が

見られ、夏の気温は直接的にはあまり影響しない

そうです。高森町には、人知れずの名所が多数あ

るかと思います。紅葉を求めて探索されてはいか

がでしょうか。 興梠　壽一

議会広報特別委員会

編 集 後 記
田上　更生

興梠　壽一

牛嶋津世志

芹口　誓彰

後藤　三治

議 　 長

委 員 長

副委員長

委 　 員

〃 　


